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１ 開会 

 お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。産業振興課長千葉でござ

います。定刻となりましたので、ただ今から、令和元年度第３回川西市産業ビジョン

推進委員会、及びビジョン策定部会全体会を開催いたします。 

 本日は、野平委員から欠席のご連絡をいただいております。産業ビジョン推進委員

会が７名、ビジョン策定部会が６名の出席をいただいており、当委員会規則第７条第

２項の規定による半数以上の出席をいただいていますことをご報告いたします。 

次に、参画と協働のまちづくり推進条例に基づきお伝えをいたします。本日の会議

につきましては、傍聴席を設け公開の下、行ってまいります。また、会議録の作成を

正確に行うため、ICレコーダーで録音し、記録のための写真撮影をすることもござい

ますので、ご了承いただきますようお願いいたします。 

 それでは、お配りしている資料の確認をお願いいたします。 

 

＜ 資料確認 ＞ 

 

 それでは、議題の進行に移らせていただきたいと思います。進行は、当委員会規

則第７条第１項の規定に基づき委員長に議長を務めていただきます。 

 では佐々木委員長、よろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 「産業ビジョン（案）について」 

 それでは、あらためまして委員の皆様、朝早くからご参集いただきまして誠にあり

がとうございます。本日が最終の会議となっておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

前回、１０月１５日に全体会として開催をいたしました。部会で作成したビジョン

について推進委員の皆様から多くのご意見をいただきました。本日の資料は、前回の

ご意見を事務局の方で検討いただき、市役所内の関係部署に確認を取って修正を行っ

たものです。 

また、この後、事務局から説明がありますが、市では市民意見による総合戦略とい

う大きな計画の策定と、市の実施する事業全体の再検証を行っており、これらの影響

によって一部が修正されております。 

なお、本日の会議は、１２時までを予定しております。円滑な進行にご協力のほど

よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

では、産業ビジョン（案）につきまして、事務局から資料に基づき説明をお願いい

たします。 

 

＜「産業ビジョン（案）」資料１～４について説明 ＞ 

 

 ありがとうございました。 

他部署等で進められている施策とすり合わされて、我々のここまでの検討とは違っ

た部分も付け加えられた最終案の提示でございます。 

それでは、まずはランダムで結構ですので何かお気付きの点、ご意見、ご質問等ご

ざいませんでしょうか。 

 丁寧な説明をしてもらったのですが、私は農業の方の関係でして、しっかり聞いて

いたんですけど、５１ページの農業塾はどういう問題のことを言っているのかな。 

 ５１ページの事業展開の方向性の②のところです。 

もともと農業塾の実施内容の検討ということで、農業塾という言葉を入れさせてい

ただいておりました。これについて、資料２の真ん中の表の下から三つ目の箱のとこ

ろに書いてあるのが前の表現で、ここから農業塾という言葉を削除したということを

説明しています。 

農業塾は、参加者がそのまま市民ファーマー制度に移行して農業を続けたり拡大し

たりではなく、市民農園で趣味的にやるにとどまる方がほとんどのケースに当たりま

す。ですので、川西市で農業塾という場があったとしても、そこから本来の目的であ

る農業の担い手の育成というところまでは行かない状況が続いていました。このよう

に事業効果が、目的に対して至らないというところから、農業塾という言葉を削除さ

せていただいているというところです。 

 市民ファーマー制度の申込みの規定があるのですけど、どれを見ても一般市民の人

に該当しない内容ばかりです。この農業塾を受けた者とか、２年以上優秀な農業者の

下で仕事をしてきた者とか、専門の学校を出た者という項目があって、最後の一つに、

市長が認めた者という項目があります。市民が楽しみながら農作物を作り、かつ今、

増えつつある耕作放棄地を活用し、農地としてすぐ使えるような状態で農地を確保し

ないといけないという必要があるところから市民ファーマー制度は立ち上がってきた

ものですが、該当する条件が厳しすぎる。私も何人かの人に声をかけましたが、これ

では推薦もできないと言って全部取り下げています。規定をもっと市民の方であれば

誰でも参加できるような方向にしてもらえればありがたいと思います。 

 現実的には市民ファーマー制度をご利用いただいている方はわずか３名です。農業
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塾も新規就農に向けた足掛かりとなる一つの事業として始めたわけですけれども、実

質は家庭菜園レベルで全部終わってしまって、新規就農にはつながっていないという

現状がございます。市民ファーマー制度はもう少し市民の方がご利用でき、農業者も

農地を提供しやすくできるように、一度制度の見直しを図りましょうということで今

回は掲げさせていただいています。 

また、農業塾を削除した理由は、本来は新規就農者の足掛かりとなるような制度と

して、耕作放棄地が少しでも減ればと事業を始めたのですが、そうなっていないので

一度見直しましょうということでございます。ぜひとも今後は、これについてご意見

いただければというふうに思います。 

 農地が農地として守られていって、それが耕作地にすぐ変われる、利用できるよう

に検討していただいたらと思います。 

 どうもありがとうございました。今、ご意見いただきました点と関連して何かござ

いますか。 

 議論を重ねて委員の意見も取り入れて、全体的に素晴らしい出来栄えになっている

と思いますけど、今お話しいただいたように整理が進み、それぞれかなり明確な課題

があります。今の農業を例に取っても、具体的にこの事業がどの課題解決にがつなが

っているのかが見えづらくなっています。例えば農業でも農業従事者が少なく、耕作

放棄地が増えていると、その解決策の事業との結びつきが非常に分かりづらくなって

います。ビジョンの中で、それを全て対にするのは難しいと思うので、例えば市民へ

説明する際には組合せた表などが必要なんじゃないかと思います。課題の整理と事業

の方向性を別々に書いてあるので、市民がこれを見たら分かりづらいところがありま

すのでご検討いただければと思います。 

以前も、どの事業がどの課題に対応するのかをまとめていました。そのあたりの提

示方法というのは検討できますでしょうか。 

 前回の会議でお示しした表があり、この表現を修正して作成する方向で検討させて

いただきたいと思います。 

いろいろと行財政改革審議会のご意見と調整すると、ちょっと変えないといけない

部分が出てくると思いますので、その点を踏まえてご対応をよろしくお願いいたしま

す。その他いかがでしょうか。 

 この資料の１８ページですが、商業における課題に、商店街等の活性化を図る必要

がありますと書いています。問題点は確かに検証されて、いろいろとあぶり出てきま

したが、その課題をどう解決するのかということが大事です。 

我々は商業、農業、工業、一般の人々がおられ、そういう集まりの中で、この問題
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が出てきたら、それをいかに解決するかをこれから決めていかないといけません。 

例えば、アステ川西、阪急百貨店などは、どんどん衰退していく時代になってきて

います。どういうふうにお客さんを寄せるのか、イベントなどで楽しくすることによ

って人を集めないことには商業になっていかない。 

阪急百貨店も既に２階以上は７時に閉店しております。百貨店自身があれだけの規

模を持っているのに７時に閉店すると効率が悪い、だけど、あそこは自社ビルなので

出ることは考えられないけど、悪くなれば他のスーパーとかに貸すことがあると思い

ます。今、アステ川西のテナントでも３階は飲食店を除いてほとんどが塾になってい

ます。塾ということは、来るのは子どもなので、お客さんとして他のお店で消費する

とは考えにくいです。やはり川西都市開発そのものの考え方を考えてもらわないとい

けないです。都市開発は、市が半分持っており、相当借金もある。それをどういうふ

うに市も市議会も考えておられるのか、いろいろな疑問点はいっぱいありますので、

まず問題をあぶり出したことによって、そのあぶり出したことを、どういうふうにし

ていったらいいのかをできたら検討してもらえたほうがいいと思います。 

 ありがとうございます。今回策定するのはあくまでもビジョンですので、このビジ

ョンを踏まえてどのような具体的施策やアクションプランでありますとか、そのあた

りをご指摘いただいたと思います。また市の方もよろしくご検討をお願いいたします。 

 それでは、その他いかがでしょうか。 

 ４６ページのところで市内観光資源のブランド化の推進というところがあるのです

が、例えば黒川のことだとか、自分の住んでいる地域は多田神社のところなので、こ

ういうふうに書いていただけると人の集まりもあるかなと思います。ここで見ると黒

川地域の黒川公民館や知明湖キャンプ場などというような書き方で、黒川にどういう

ものがあるかという具体的なことは書けないのかもしれないけども、日本一の里山と

いう表現も入れるとか、インパクトのある表現を入れていただけるといいと思います。 

それから、１０月に池田でマンホールカードのサミットがあって全国からたくさん

の方が来られていました。川西市もいよいよマンホールカードの登録ができて１２月

から渡すことができるようになるという情報も聞いています。今のマンホールカード

のデザインはりんどうですが、新たなマンホールカードとして、多田神社をデザイン

したものを多田駅から多田神社までの県道に何個か設置するというようなことも言わ

れているので、そういった新しい特徴的な取り組みも入れていただければ、もっと市

の観光に対する目も強化できるのではと思います。 

 ありがとうございます。パブコメも迫っているかと思いますが、事務局の方で、今

いただきました、よりインパクトのある表現や新しい取り組みを入れ込める部分につ



 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

いて調整可能であれば入れていただければと思います。 

あと少し触れられたところを強調して申しますと、市内観光資源という部分ですの

で、もう一回この４６ページ以降をチェックしていただいて観光資源について地域的

に網羅され全てフォローできているのか。恐らくできているものと思っておりますけ

れども、これで完成に近づいていきますので最終チェックという形でお願いできれば

と思います。 

ありがとうございました。その他いかがでしょうか。 

素晴らしい事務局の働きに、私は感銘を受けます。あちらこちらの事業に対しての

情報収集をここに記載されていること、非常に真剣に取り組んでおりました。ありが

とうございます。ただ、せっかくのこれだけの資料をおつくりになられたのですから

先ほど委員長もおっしゃられたように市民から見て分かりやすくアピールができる

と、この資料が生きるのかなというふうに思います。 

ありがとうございました。やはりアピールですとか、プロモーションというのは必

要ですので、市民の方々への示し方について、またよろしくお願いいたします。 

その他いかがでしょうか。 

 前回、図表が読みづらいということで修正いただいて見やすくはなっているかと思

うのですが、色覚の障がいの方って２０人に１人ぐらいいるということで、まだまだ

見にくいところがあります。例えば１８ページとかの青と緑の境目とかが、すごく分

かりにくくて。よく工夫されるのは、色が似通っていても背景を斜線とドットにして

分かりやすくするとか、対象になるような色を使うとか。３４・３５ページにある棒

グラフのところが全部、丸になっているので、これも例えば丸と三角と四角にすると

か。やはり年配の方とかが見ると分かりにくいと思ったので、これも大変だとは思う

のですけれども、修正が可能であればしていただければと思いました。 

 ありがとうございます。委員からは、より良いビジョンの作成という観点からご意

見をいただいておりますので、あとは時間との調整で対応可能であれば、ぜひお願い

いたします。 

 それでは大体、ご意見、ご質問の方を頂戴いたしました。まだ時間にかなり余裕が

ありますので、よろしければご意見をいただいていない委員の方々から感想、ご意見、

期待、要望も含めまして一言ずついただければと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。一言で結構です。期待とか叱咤激励でも結構ですので。 

 ずっと考えていたのは、どんなまちに魅力があるかなとずっと考えているところで

す。先日、黒川に機会があって行きましたが、俯瞰した写真のような風景が見られる

かといったら、そんなこともなくて。それで市民も来る、よその人も来るといったら、
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どんなところがいいのかなという気はしました。 

 今ふと思ったのは、ゴルフ場が丸ごと一つ公園になったら面白いだろうなとか。１

ホールから１８ホールまでマウンテンバイクで走れるとか、そこらの芝生でサンシェ

ードを張って昼飯を食べる家族もいるような。いろんなことに関する魅力というもの、

何か魅力あるものといったらどんなものがあるのかなというのが、もうちょっと具体

的にあって、作ろうじゃないかと一声があれば楽しいかと思います。 

どうもありがとうございました。 

 観光にしても何にしても来てくださいというのに、ここは泊まる所がないんです。

市民が高齢化していて、お正月とか盆とか子どもたちが帰ってきて世話しないといけ

ないのは女性です。ホテルかどこかで泊まってもらって、そして宿泊費も食費も出す

から、そこで盆と正月を過ごして帰ってというかたちの人が増えてきています。でも

川西にはホテルがないんです。観光で来てください、ゆっくりしていってくださいと

言っても、ゆっくりする場所がないんです。むちゃくちゃかもしれませんけれど、ア

ステのところをホテルか何かにして、子どもたちや友達が来たら川西市内に来て、遊

んでとできる。そして、観光でゆっくりしてもらえる。あるものを考えたらどうかな

と思いました。 

 ありがとうございました。新しいご意見をいただきました。どうもありがとうござ

います。 

 この資料に関していうと、私は今回関わらせていただいて、こういうプロセスで方

向性を見定めて落とし込んでいくんだと、個人的に非常に勉強させていただけたこと

が本当に良かったと思います。改めて、川西に生まれ育っているんですけど知らない

ことがこんなにあるんだなと思い、それをどうやって同世代に伝えていくことができ

るのかを考えないといけないと思ったところです。 

 あとは、私のミッションでいうとコワーキングスペースを事業としていますので、

実際にこれを形にするというのを、どのようなものにして、どのような機能を持たせ

るのか、実現に向けて関わらせていただくことができればと考えていますので、今後

ともよろしくお願いします。 

 ありがとうございます。実践面ではお願いすることになると思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 先ほど委員長がおっしゃっていたとおり、ここに書いたものはあくまでビジョンと

しての方向性ということだと思います。先ほど、行財政改革審議会の資料でご説明が

ありましたけれども、今後、具体的な方策を考える中で、例えば経営コンサルタント

事業の補助とか、イベント事業の補助とか、いろいろ使われていない結果がありまし
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た。何で使われないのかについて、知られていない、知っていても制約がある、使い

勝手が悪い、補助なので自己負担が発生する、自分なりに自己負担を出して見返りが

あるかどうかで使っていないと、いろんな理由があります。今後、具体的なアクショ

ンプランを考えた時に、我々も国の中小企業支援制度を運営していますので、いろい

ろ情報交換させていただければと思っています。引き続きよろしくお願いいたします。 

 どうぞこちらこそお願いいたします。 

 私も、本当にいろいろ意見を入れさせていただきました。ここから戦略として、ど

ういう形で、どれだけ皆さんが協力しながらこのビジョンを明確化していくのか、実

現していくのかというのが、すごく楽しみだと思っています。その中で何かキーワー

ド的に使えるような言葉があるとよりいいと思っています。最近、農村でも「賑わう」

ということがすごく言われる言葉になっているので、川西市として何が一番キーワー

ドとしていいかなといった時に「賑わう都市」というのが、全国の中でモデル都市に

なっていくと、より素敵なまちになっていくんだろうなと思いました。 

ありがとうございます。 

 感想になりますけれども、できるだけ多くの市民の方に見ていただけたらと思いま

す。パブコメの時点か策定後かは分からないんですが、これが概要版と合わせてご提

示いただくと、それから見ようかなという方もいると思います。そこで興味を持った

ら、この本冊に目を通していただけるかもしれないと思いました。 

 ありがとうございました。 

 ビジョンということで夢ということではないですけど、さきほど言われたようにア

ステ川西のところにホテルをということで、東京駅が空中権の売却でできたんです。

だから、各層を売却することによって不可能じゃないと、前市長とお話しさせてもら

ったんですが、管理組合をまとめられるかということで、皆さんが決めたらできるで

しょう。だから、今、言われたことは不可能ではないんですね。これは夢ですけど、

できるかも分からない、そういう夢を持てるように大きな目標を持ってやってもらえ

たらなと思います。 

 ありがとうございます。それが賑わいにつながると思います。すみません。今の概

要版に関しては事務局の方でどうお考えでしょう。 

 作らせていただきます。パブリックコメントが１２月中旬からありますので、その

折には分かりやすい形の資料を作らせていただいきます。 

 はい。ありがとうございます。 

 パブリックコメントは、川西だけの問題かもしれないけど本当に出てこない。本当

にパブリックなのかなというぐらい少数で、それもあまり建設的じゃない声が上がる
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ので、パブリックコメントの取り方に工夫が必要だと思います。その辺も考えていた

だいて、概要みたいなのを出されますが、多くの人が参加できるような仕組みをつく

っていただけたらありがたい。せっかく、こういうものが出来たのに本当にひどい時

だったら２桁にならず、それが議会で審議されるというのも、いかがかと思いますの

で、ぜひお願いします。 

 今の時流から逆らっているかも分かりませんけれど、インターネットだけだと高齢

の人たちは、意見はいっぱいあるけれど、なかなかホームページを見てくれないんで

す。その中でパブリックコメントを読むという段階に行ってくれないので、紙１枚も

ので、普通に読めるような形で、機械に弱い人もいるということを考慮に入れてほし

いなと思います。 

 パブリックコメントをする時は、インターネットでもお知らせさせていただくんで

すが、公民館や市役所の公共施設にも何冊か置いてあります。また、広報誌で皆さん

にいろんな事業についてパブリックコメントをしていることをお知らせして、広めさ

せていただいていますが、見る機会を設けても意見が出てこないところがあります。

事務局としても意見を出してほしいと考えています。 

 公民館とかに、パブリックコメントについて関心を持たずに行かれて、意見を言お

うという気持ちになるぐらいでないとなかなか難しいですよ。目的を持ってしか公民

館に行かないのに、その中で、それを選び取ってくれというのは、とても難しいです

よ。いろんな活動をしている人たちは、こんなのがあるからと言うけれど、それを探

し当てて意見を書いてくれる方は遠いですよ。 

 ありがとうございます。貴重なご意見です。 

恐らくパブコメ自体が、どうやって市民の方々にもっと周知していくのか、パブコ

メをやりますという段階を終えて次のステップに来ているんだと思います。 

それが今、委員がおっしゃっていただいた意見につながってくると思います。これ

は恐らく産業ビジョンだけの問題じゃなく、市全体でさまざまな施策に共通する問題

です。パブコメ自体が次のステップに来ているという認識の下で、全市で取り組んで

いただけると思います。ありがとうございました。 

その他、ご意見いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

たくさんご意見の方をいただきました。若干、微調整の方をご検討いただく必要性

のあるご意見もありました。共通として、このビジョンというものを、いかに市民の

方々、そして市内の産業者の方々に周知していくのか、これはずっと続いている問題

です。また、ビジョンとして提示した中身を、どう実現していくのかというプランニ

ングの問題。この二つは、ずっと続いている問題で今後もより徹底して追求していか
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なければいけない問題であります。それが人口減や産業構造の大きな変化のなかで、

産業全体の維持、発展を考えていく現在の局面では、より求められていると思います。 

それでは、川西市産業ビジョン推進委員会・ビジョン策定部会として、今回、川西

市産業ビジョン（案）として最終版の方を提示させていただいておりますけれども、

これで委員の皆様、ご了承いただくということでよろしいでしょうか。 

それでは、今後出てくるかもしれませんので、微調整の部分は、委員長一任という

ことでよろしいでしょうか。 

 お任せします。 

 ありがとうございます。 

 それでは、そのような形で進めさせていただきたいと思いますので、事務局の方で

今後の作業をよろしくお願いいたします。 

 それでは、これで川西市産業ビジョン（案）については全て終了ですが、その他は

何かございますでしょうか。 

 

３ 閉会 

           ＜市民環境部長 あいさつ＞ 

 

 それでは今後のスケジュールですが、来月１２月に市議会へ説明をいたしまして、

その後パブリックコメントとなります。それから策定になってまいります。 

部長も先ほど申し上げましたように、市では並行して事業の再検証や総合戦略とい

う大きな計画の策定も行っていますので、このビジョンが、それと齟齬がないように

整合性を持って進めて行くところでございます。 

ですので、若干修正が入りましたが、皆様から貴重な意見をいただきましたニュア

ンスが変わらないように、より良い計画を最後に策定して皆様にお示しできるように

したいと考えております。今後とも、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

事務局として、多々至らぬところがあったと思います。会議開催の事前に資料のお

渡しができなかったり、ボリュームのあるものを読めないというところもご意見を頂

戴しています。今後は、そのあたりもきちんと対応してやって行きたいと考えており

ますので、どうかよろしくお願いいたします。 

本日は、長時間ご議論いただき、ありがとうございました。これで散会といたしま

す。ありがとうございました。 

 


